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,

勞
働
者
の
所
得
が
緦
か
：に，：
.其
生
活
必
需
を
滿
た
す
に
過
ぎ
ざ
る
を
常
態
ど
す
る
こ
と
は
容 

J4
に
人
の
舰
察
し
得
る
.經
驗
的
辦
實
で
あ
る
。
たパ、
£

實
の
說
明
に
至
っ
て
は
、諸
家
自
ら 

其
所
見
を
異
に
し
て
；

I思
る
。

今
：：！

ま
で
.に

於

.け

る

®

も
嗬
力
な
る

」

學
説
は
此
說
明
を
マ
ル 

サ
ス
の
人
口
法
則
に
求
め
た
。

.勞
働
漭
の
，所
得
に
餘
裕
あ
る
時
は

M

生
活
が
安
樂
ど
な
つ
て 

人
口
從
つ
て
勞
働
の
供
給
を
增
加
せ
し
め
，以
て
赁
銀
を
し
て

W

び
生
活

®
 V

J

一
致
す
る
水
準 

ま
で
下
降
せ
し
め
な
け
れ
ば
巳
ま
ぬ
士
謂
ふ
の
で
あ

る

0s
c
a
r
d
o

 
,
 L

a
s
s
a
l

nr
及
び
其
追
從
潘
の 

學
說
は
即
ち
是
れ
で
あ
る

。

A
d
a
m

 

s
l

h

も
亦
た
そ
の
勞
働
も
亦
他
の
貨
物
ご
同
じ
く
之
に 

對
す
る
溢

®

に
適
應
せ
ん
士
す

「

る
«

向
あ
り
ど
謂
ふ
限

K
Vに
於
て
は

^
^
.
o
p
a
o

等
の
說
士
相
通 

ず
る
所
が
あ
る
の
で

.あ
る
。
：併
し
乍
ら
予
の

B

三
論
じ
た
る
が
如
く

(

拙
著

「

經
濟
學
說
ビ
社
會

思

想

_
,第

：三

：章

、
同

)1
1

:

,會

：
組

，織

 

十

丑

：

=
：

十
二

：
：
：
；

一 

日

號

逾

 

る

時

は

、

㈱

局

昶

改

善

は

人
 

な

ら

ぬ

;0
こ

れ

社

賞

主

義

 

社

會

生

_

者

た

る

L
a
s
s
a
l
l
e

 

難

き

所

以

で

あ

る

。

(

5

:
M
a
r
x

は
固
ょ
り
充
分
這 

杏
定
す
る
。
自
然
的
人
口 

の
で
、人
間

Mb
#
に
於
て
は 

;る
，
»
.史
：
.的

社

會

的

人

口

.法 

勞

：働

0
:供
給
過
多

0
.原因 

«

:

m濟
學
者
の
！

8
覺
.でぁ

0

經
濟
迦
論
的
批
評
，第

1

章
財
政
經
濟
時
報
大
正
十
一
年
十
一
月 

:照)

勞
«
者

'0」

/T
f
_

」

#

を
人
ロ

iF
.fl
l
.の
如
き

®

然
.
.法

)1
|

に
は
て

|1
明
す 

の
外
不
可
能
だ

S

い
ふ
結
論
に
到
達
し
な
け
れ
ば 

サ
ス
人
口
原
則
の
駁
擊
に
努
め
る
所
以
で
ぁ
り
、又 

.據
を
賃
銀

®

則
に
求
め
る
こ

W

0
論
理
上
許
容
し

ロ
制
限
に
ょ
る 

考
が
補
カ
マ
ル 

か

M

a:
a]
/
*
の

論

つ を 則 其 ；原 般

n
の

で

あ

る
o

放

に

勞

働

供

るへ

も
の
で
あ
る
。
彼
れ
は
マ
ル
サ
ス
人
ロ
原
則
を 

間
：：，の
干
'涉

せ

ざ
る

動

植

物

*

に
.の
み
通
用
す

る

も
 

達
段
階
、即
ち
各
生
產
方
法
は
各
々
そ
れ
に
特
府
な 

:の
だ
ビ
主
張
し
た
の
で

あ

る

。

そ

こ

で

M
a
r
x

は 

求
め
な
い
で
、反
對
に

『

資
ホ

」

に
求
め
た
。

「

人
口
過

P
 

て
、
®
は
資
本
の
薺
獠
が
勞
働
を
不
用
ぶ
ら

'し
め
る
の
だ

w

說
い 

給
の
過
剩
は
絕
對
ゆ
入

'ロ
、過

剩

で

な
く

て
、«

對
的
人
ロ
過
剩
の

人 を 歷 則 の  

P 宿 史 は 理  

原 す 的 米 を  

則 る 各 K 解 

iこ も 發 人 す

第
十
九
卷
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逄
粱
锁
備
邡
と
農
设
の
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市
流
入 

笫
八
狨 
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紙
十
九
卷
，

(
I
r

六
ニ
V

產
樂
豫
備
邡
と
農
捣
の
都
市
流
入 

第
八
城 

七
ニ 

'■
爲
め
に

」
起
る
の
で
め
る。
そ
の
理
は
斯
ぅ
い
ふ
風
に
說
か
れ
て
居
る
。
資
本
の
蓄
激
が
同

一 

I 

' 

:
r 

て
も
、資
本
中
の
可
變

(

賃
銀
と
し 

て
支
出
せ
ら
る
、

S

分
ビ
不
變
機
械
器
具
原
料
建
物
等
に
投
せ
ら
る
、#
分
ど
の
比
例
が
變 

:

:
;
:
7
'
;:
'
;:
-

る

需

要

は

資

本

蓄

積

の

進

行

ビ

共

に

增

進
し

、
®
つ
て
貨
龈 

.

は
騰
潰
す
る
？
併
し

;»
銀

0
_騰
'貴は
利
澗
を
削
減
す
る
か
ら
、資
本
蓄
續
其
者
の
勢
は
:̂ら
阻 

止

せ

ら
れ

て

、勞

働

渚

に

對

す

る

需
要
も
從
つ

T
減

退

し

、賃

銀

は

再

び

•下

降

す

る
。

こ
れ
が
祺 

の
眞
相
を
觀
取
す
る
力
な
き
も
の
の
目
に
は
人
ロ
の
過
剩
ど
し
て
映
す
る
の
で
あ
る
。

併
し
資
本
の
蓄
啟
が
同

 

一

_

有
，機
的
紐
成
の
儘
で
行
は
れ
る

€

い
ふ
齊
は
稀
で
あ
る
。
資
本 

;
家
は
市
場
に
於
：け
る
競
爭
に
勝
た
ん
が
爲

.

.め：蓄
猜
の
進
行
ビ
共
に
資
本
の
布
機
的
組
成
を
改 

.
め
る

.0
即
ち
機
械
原
料
等
に
投
ず
る
木
變
部
分
を
增
加
し
て

.可
變
部
.分
を
相
齟
的
に
減
少
せ

し

め

る

。：
略

言

す

，れ
：

「

ば
、機

械

採

用

0

爲
：ネ

|:
勞
働

■力
が
比
較
的
不

®

と
な
る
の
で
あ
る
。
を

t 

:. 

:
 

: 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

こ
で
勞
働
者
は
其

.
の
：
自

&

-
り

出
す

i
こ
ろ
の
資
本
の
爲
め
に
釋
终
衝

き

離)

さ

れる士いふ

.

!
 

:
 
I
 

.
 
..
 

.
:'
■'. 

/
 
,
 

•
 
;
 

;
 
.
 

. 
-
 
.
 
.

.

 
.
 
.'.'':.
 
..
 
..

結
.率
に
な
る
。

If
fi
u

て
®

ぐ
釋
放
さ
：れ
て
：不
要

V
J

な
つ
た
勞
働
者
が
即
ち
產
業
豫
備
軍
で
あ 

る
。
而
し
て
此
豫
備
取
の
背
後
に
存
す
る
あ
る
が
爲
め
、

®

業
缉
役
舉
の
賃
銀

■は

此

重

鍾
{:
:
引

霞 

養
 

l

i

空I

謹

か
れ
て

‘

騰
貴
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
即
ち
搾
取
が
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。
抑
も
資
本
的
生 

產
方
法
の
發
セ
の
爲
め
に
は
先
づ

»

取
せ
ら

る
べ
き

自
由
な
る
無
資
產
勞
働
者
が
な
く
て
は 

な
ら
：ぬ。
こ
れ
が
資
本
主
義
の
前

.

提
要

#

で：あ
る
。

然
し
一
度
發
生
し
た
資
本
主
義
が
其
、辟 

狂
を
镫
け
得
る
爲
め
に
は
，勞
働
者
附
殺
を
資
本
家
の
搾
取
に

.

甘
じ
な
け
、ひ
ば
な
ら
ぬ
横
遇
に 

抑
骰
し
な
，け
れ
ば
な
ら

W

。
勞
働

#

を
し
て
貯
蓄
に
：ょつ
て
自
ら
生
產
用
具
を
獲
^
し
得
る 

が(

如
き
程
度
の
所
得
を
享
受
せ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
如
き
條
件
を
實 

现
す
る
も
の
は
何
で

.

あ
，る
か
。

そ
れ
は
上
記
の
產
業
豫
備

.

艰
の
法
則
、即
ち
資
本
的
觜
賴
の
法 

則
で
あ
る
。

:
(

三)

併
し
產
業
豫
，備丰
の
資
本

「

的
生
產
方
法
に
於
け
る
意
義
碑
た
く
是
ハ
の
み
に
止
ま
つ
て
は 

居
ら
ぬ
。
抑
も

M
a

r
x

.

.

に
ょ
れ
ば
、資
本
的
生

*

:

方
法
は

M

傭
を
得
ざ
る
勞
働
潘
ビ
購

A

者
を 

得
ざ
る
商
品
：ビ
の
產
出

( :

因
つ
て
必
然
的
に

.

崩
*

す
る

e

領
ふ
の
で
あ
る
が
，勞
働
者

♦か
®
傭 

を
#

る
こ
ど
：能
は
ず
ビ
い
ふ

.

は、即
ち
產
業
豫
備
軍
あ

.

る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
斯
ぐ
し
て
雁
傭 

■

を
得
ざ
る

#

働
考
の

©

.め

に

現

にM

tf
f

i

せ
ら
る
、
も
の
の
賃
銀
は
腿
迫
せ
ら
れ
、勞働
漭
の
贫

紙
十
九
卷
：，

.

.

(

ブ
~-
*六
_三)

.：
康業豫備取と農民の

^
市
流
人
,
丨

 

贫八號
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饿

十
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1
1:
ハ
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.'
:產
業
壞
備
取
と
農
圾
の
都
市
流
入 

笫
八
號 

七
田 

^
:

:
困
屈
從
：不
安

.！
»
落
：は
避
ぐ
ベ
か
ら
ざ
る
こ

.ビ
、
な

K

彼
等
の
資
本
家
に
對
す
る
憤
恨
を
^
々
 

甚
し
か
ら
し
め
、終
に
剝
奪
者
の
剝
奪
に
到
ら
し
め
な
け
れ
ば
已
ま
ぬ
す
い
ふ
の
で
あ
る
。

M
a
r
x

の
物
の

g
方
は
、羅

.：觉現
實
に
あ
る
も
の
は
當
さ
に
有
る
べ
く
し
て
あ

b
、又
現
實
に
あ 

る
も
の
は
必
ず
滅

_

ぶ

W
謂
ふ
に
歸
者
す
る
。
而
し
て
今
右
に
述
ぶ
る
所
に
曲
れ
ば
、«
本
主
義 

"
を
在
ら
し
む
る
も
の
は
、右
記
の
資
本
的
莕
嵇
の
法
則
で
あ
ん
又
資
本
主
義
を
滅
び
し
む
る
も 

の
も

: .
;

同
じ
ぐ
資
本
的
落

®

の
法
則
で
あ
る
。
此
事
は
寄

3

系
統
中
に
於
て
資
本
蓄
被
の
法 

則

•か
如
何
な
る
地
位
を
占
む

.る

.か
を
明
に
す
る
。

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

が

「K
a
r
l

 

M
a
r
x

の
社
會
學
說
の 

■大
黑
柱
た
う
、そ
の

il
l

0
な
る
結
論
金
體
の
最
重
要
前
提
た
る
も
の
は

『

資
本
的
菩
攒
の
法
則
で 

あ
る

』

";
/

」

い
ふ
の
は
予
の
同

-意
す
る
所
で
あ
：る

(Das, 

G
r
u
n
d

cfqesetz 

der M
a
r
x
s
c
h
e
n

 

Geseilschaftslehre 

N
e
u
d
r
u
c
k
,

 

1919

 

s
/
0
。

.
資
本
家
階
級
は
今
日
政
治
的
權
力
の
保
有
者
で
あ
る
士
い
ふ
。
併
し 

乍
、
b
ff
i

取
は
直
接
權
カ
に
依
つ
て
行
は
れ
得

る

も

の
で
は
な
い
。

政
治
的
權
.力
は
勞
働
者
の 

暴
動
叛
起
を
抑
舰
す
る
こ
ビ
は
出
來
る
。
併
し
勞
働
莕
が
生
產
手
段
を
獲
得
し
て
自
ら
獨
立 

の
生

.澉

者

た

ら

ん

ビ

す

る

，場

合

(:
法
 

る
？P

の
で
は
な
い
。
 

勞
働
漭
，が
現
狂
の
如
ぐ
勞
侧
カ
賣
却
の
境
遇
を
脱
却
す
る
こ

V」
能
は
ざ
る
經
濟
上
に
；於
て

勞
働
考
の
所
得
を
.大
に
其
生
活
必
翌
费
妞
以
上
に
騰
赀
せ
し
め
ざ
る
腿
カ
が
作
出
し
て
屈
る 

か
ら
で
ぁ
つ

'
 V

、

而
じ
て
北
腿
力
は
，

M
a
r
x

に
從
へ
ば
產
業
豫
備
；秦
が
之
を
說
明
す
る
の
で
ぁ

.

.

.

.

.

.
る
。 

：
.

. 

:
: 

§

 

.

此
法
則
に

M
a
r
x

は
夙
く
か
ら
济
目
し
て
居
つ
れ
。
即
ち
一
八
四
九

■年
の
其
著

「

賃
銀
勞
働
ど 

資

本」

の
：
一
節
は
說
ぃ
：て
謂
.は
ぐ
、資
本
が
僧
加
；す
れ
ば
，資
本
家
間
の
競
爭
が
徼
甚

>

 

な
る
。
此 

:

競
爭
に
勝
た
う

i

思
べ

-.
;ば
、商
品
を
低
廉
に
生
產
す
る
方
法
を

_

じ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
其

'*

.
法
は

5>
:

*
と
機
械
の
採
用
改

.技
ビ
で
あ
る
。
即
ち
資
本
の
蓄
稹
集
中
は
必
ず
分
業
の
進
歩
、新
 

機
械
の
梂
用
、舊
機
械
の
改
位
を
伴
は
ざ
る
を
得
ぬ

0

で
あ

.る
。
典
結

*

は
何
う
な
る
か
。
分 

業
は
勞
働
费
の
生
產
力
を
，僧
し
七
，

.

「

人
，の
勞
働
者
を
し
て
.能
ぐ
五
人
十
入
ニ
十
人
の
仕
事
を 

な

3

し
；め
る
。
即
ち
勞
働
漭
問
の
競
带
，は
五
倍
十
倍
ニ
十
倍

V
J

な
る
の
で

あ
る
。

又
分
業
は 

特
殊
の
熟
練
を
不
要

な

ら
し
め
て
、

^

働
を

®

單
容
易
の
も
の
に
す
る
。
即
ち
勞
働
が
舉
調
な

’ 

厭
ふ
べ
き
作
業

と
な
る
ビ

同

！̂
夂
其
競

^
は

益
々
激
し
く
な

る

の
で

あ
る
。

を
れ
で

は

機 

,

_槭
採

)1
]

の
方
は
何

.

5

:士
ぃ

—

ふ
に
、矢
張
同
じ
結
果
が
觅
に
大
規
模
に

®

れ
て
來
る
の
で
ぁ
る
。

:

|

:,;
,
^:
十
九
卷

(
I

一
 
六五)

晓
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激
備
瑶
と
農
民
の
都
市
流
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:

:

笫
八
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:
1
.
六六

)

：
.
逾業激備：

f

農
民
の
都
市
流
入 

第八號.

七六

機
槭

«!
不
熟
練

^

«
を
し
て
熟
練
勞
働
を
、女
子
を
し
て

^

子
.を
，小
兒
を
し
て
成
人
を
驅
遂
せ

し
め
る
。
機
械
が
新
：た
に
採
用
せ
ら
れ
た
ご
こ
ろ
で
は
孝
エ
勞
働
者
は
多
數
一
括
し
て
赂

®

、
、

に
.放
出
せ
ら
れ
、そ
の
改

&

完
成
せ
ら
れ
た
場
合
に
は

#

働
者
は
よ
り
小
规
模
に
解
傭
甘
ら
れ 

る
。
資
本
家
占
資
本
家
ビ

.の，戰

#

に
は
實
に
不
思
議
な
特
色
が
あ
る
。
戰
鬪
は
よ
く
勞
働

^
 

を
徵
募
す
る
も
の
よ

K
Vも
"よ
‘く
之
を
解
傭
す
る
者
の
勝
刺

•(:
歸
す
る
の
で
あ
る
。
將
軍
即
ち 

.
資
本
家
は
互
に
誰
れ
が
最
も
よ
く
库
寒
丘
ハ
士
を
解

雇

し
#
る
か
を
競
ふ
の
で
あ
る
。
之
を
双 

す
る
に

「

生
產
資
本
が
增
加
す
れ
ば
す
る
程

•分
.業

V
J

機
械
の
應
用
ビ
が
迤

み

、
^
業
と
機
械
の
靡 

,

用
ビ
が
進
め
ば
進
む
ほ

f

 
.れ
丈
け
勞
働
者
の
間
に
於
け
る
競

S

擗
大
せ
ら

れ

、

夂
そ
れ
丈 

け
彼
等
ぃ
の
賃
銀
は
收
縮
す
る
の
で
あ
る
し
ビ
只
闷

&

^
丨ン仁ポ

&
ク

^
念

)

。

此
觀
察
が
遙
に
精
緻

«

雜
な
形
で
說
か
れ
.たの
が
資
本
論
第

「

魅
第
二
十
三
章
に
於
け
る 

資
本
的
器
殺
の
法
則
で
あ
る

。

,

併
し

1此g

察
は
全
然

M
a
r
x

獨
特
の
も
の
で
は
な
い
。

s
c
a
r
d
o

が「

M

論」

第
三
版
に
新
に
機 

械
論

|
'章
を
柿
入
し
て
、機
械
採
州
の
爲
め
に

#

働
者
に
對
す
る
霄
耍
が
：
：
資
本
增
加
の
比 

率
に
於
て
せ
ず
、其
比
串
は
必
然
減
少
す
る

」

こ
ビ
を
指
摘
す
る
に

S

つ
た
こ
と
は
、予
の
傲
て

m

_________________________________________________________________________________________________________________________

___________________
I=

■:
■£

! 
- g.L 

ミ
 
L
L.
i. 

ニ，

--.Ijljg
- 

-.
#-.
|
1>
|_

£
|_

ロ5.
5
3
|
!
|_

1_

|
|

专̂

f
し

代

所
で

あ

る

(

本

0
第
十

五
一

卷
第

十
二

號
參
照

)

，

R
i
c
a
r
d
o

は
此
の
新
見
解
を
恐
ら
く

 

J
o
h
n

 

B
a
r
t
o
n
;

に
學
び
得
た
る
も
の
な
ら
ん
ど
推
測
せ
ら
れ
て
ゐ
る
：

M
a
p

は
其

「

偾
値

«

格
及
.び
利 

0

一
 

八
六
.
丑
年

)

の

中

で
，
脒
に
同

f t

旨
の
說
を
唱
へ

た

る

人
ふ

し

て

、

右

一
一
家

の
外
猶
ほ

S

旨

I

,
 

R
i
c
h
a
r
d

 

Jones, 

R
a
m
s
e
y

 

C
h
e
r
b
u
l
i
e
z

の
名
を
摩
げ
て

.居
る
。
而
し
て
手
工
業
务
內

n
^

成
は
粮
々

マ

ヌ
フ
ァ
ク

ッ
ク
ダ
を
觀

察
の
，
的
と
し
て
ゐ
た

A
d
a
m

 S
m
i
t
h

が
資
本
の
僧
減
は
直 

需
耍
.の
僧
減
を
決
し
•資
本
塞
賴
の
不
斷
に
進
行
す
る
社
會
に
於
て
は
勞

€

#
の
狀 

ぐ
位
好

‘な
る
べ
べ
き
こ
ど
を
'論
結
し
た

る

に
.
.對し

*宛
も
是
等
前
代
の
；丄槳
形
：態
ょ
り 

へ
の
轉
移
が
行
は
れ
、機
械
採
用
の
爲

め
に

職
を
失

へ
る

勞
働
者
の
頻
り
に
：エ
場
を 

械
■を
破
墩
し
た

L
u
d
d
i
t
e
s

騷
褪
を

HZ!

前
に
し
た
る
、一
時
代
後
の
前
揭
諸
家
が

M

に
 

案
を

下
し
た

の
は
異
し
む
に
足

ら

ぬ
。

而
し

て
こ
れ
は
亦
た
當
時 

^

.
^
を
.

1̂^
す
，る

も
.の；
.で
.
.あ
つ

^
。

^
〖cs-J-aQ 

も
.言
明
し

.

^

.勞

«

使
用
は
屢
々
彼
等
の
利
益
を
傷
け
る
ど
の
意
兑
は

"

T

成
心
誤
謬

に
基 

よ
ぐ

經
濟
學
の
正

し

い

原
理

.■に

適
I

へ「

る」

も
の
で
；あ
る

」

ご
。

'

,■:「

第
十
九
卷

(
1

ニハ七

)

；::
:;:
第八

.號

0
勞

：
働

；
^

嘴

級
 

者
階
級
が
.懷
け

づ
け
る
も
の
で

ち
に
勞

.
#
 

態
亦
久
し 

X

場
エ
業 

製
擊
し
機 

悲
觀
的
斷

. 

の
對
機
械 

る
機
減
の 

は
な

.く
て

"

I



第
十
九
卷

(

一
一
六
八〕

鹿
槳
饿
備
堆
と
農
拔
り
都
市
流
入 

號

b
v 

g
豈
の
法
則
は
極
め
て

®
.略
に
謂
へ
ば
，機
械
の
爲
め
人
問
が
無
用

^

な
る
ど
い
ふ
に
在
る
。

頁
：し

T

此
法
贝
は

^

扑
な
，る
：
®

察
者
.を
首
肯
せ
し
め
得
る
も
の
、
如
ぐ
で
あ
る
。

然
ら
ば
機 

械
の
採
用
は
何
處
に
於
て
最
も

®

;
に
行
は
れ
る
か

i

い
ふ
に
、典
の
農
業
に
あ

-

b
ず
し
て
工
業 

な
る
こ
ビ
は
殆
ど
言

.を
俟
た
ざ
る
所
で
あ
る
。
故
に
若
し
此
の

^

^

^
の
法
則
に
し
て
£
し
き 

も；のな

:
ら
ば
產
業
豫
负
渾
は
都
市
に
於
て
造
り
出
さ
れ
、

®;

に
其
勢
の
甚
し
き
に
及
ん
で
は
、都 

市
.ょ
.り
處
利
へ

0

人
ロ
逆

:«

が
行
は
れ
な
ぐ

.て
は

.な
ら
ぬ
喾
で
あ
る

0

然
し
乍
ら
凡
て
の
資 

:•
•

本
主
義
國
に
於
て
，如
何
な
る
遲
鈍
の

®

察
者
も
決
し
て
看
過
し
能
は
ざ
る
こ
ど
は
，舊

M

度
が 

崩
壊
し

.住
居
夥
轉
の
，禁
が
解
か
れ
て
ょ
ぅ
以
來
の

i
滔
々
た
る
農
民
都
市
流
入
の
大
勢
で
あ
る
。

#

々
の

H

業
に
於
て
勞
颔
若
が
機
械
の
爲
め
排
除
せ
、らる
、
の
事
實
は
無
論
あ
る
に
相
策
な 

い
。
.
.
併

し

乍

ら

1

方
に
於

.て
：排)

除
せ
ら
れ
た
勞
働
者
は
、他
方
に
於
て
他
の
職
業
に
吸
收
せ
ら 

一
 

ァ
る
若
し

3

ぅ
で
な
け
れ
ば
全
人
ロ

 

Q

 

■
加
ょ
り
も
逾
に
速
か
な
る
都
市
人
口
の
增 

。加
が
繼
續
し
て
行
は
れ
得
，べ
き
辔
が
な
い
の
で
あ
る

。

:

.

是
に

f

し
て
苦
し
農
業

資
本
の
鈕
成

0
化
、即
ち
農
業

上
に

於
け
る
機
械
の
採
用
が
農

段
を 

し
て
土
地
を
離
れ
て
都
市
に
流
入
せ
し
め
る
の
だ
と
謂
ふ

こ
i

が
出
來
れ

ば
、資

本
的
蓄

»

說

は
猶
ほ
之
を
救
濟
す
る
こ

i

が
出
來
る
。
併
し
、農
業
上
に
於
け
る
機
械
の
陡
用
ビ
い
ふ
こ

-o

 

は
、資

本

論

著
作

の、
當
時

に

於
て
は
縱
命
絕
無
.で

は

な

ぃ

迄
も
、
殆

ど

言

ふ
に
足
ら
ざ
る
も
の
で
，

. 

エ

業

上

の

：そ

れ

？
は
：無
_

比
較
へ
に
な
ら
ぬ

.°

.今
：：
1
:迄
の
我
國
の
如
き
に
於
て
は
、殊
に
さ

5

で
 

:

あ
る
。
農
業
資
本
办
：：
翁
機
：的
鈕
成
も
最
近
數
十
年
間
に
無
論
多
少
變
化
は
し
て
ゐ
る
に
相
違 

な
い
。

.然
し
乍

&

ぞ

れ
は
重
に
人
手
を
俟
つ
て
始
め
て
利
用

せ
ら
る
、

農
具
又
は
肥
料
に
投 

せ
ら
る
、
此
例
的
出

®

額
，が
增
加
し

^

i

s
ふ
に
止
ま
つ
て
、人
手
に
代
る
、人
手
を
排
除
す

' る
 

:

農
剌
機
械
の
採
用
ぐ

」

い
ふ
こ

★

は
、少
く
も
本
土
の
農
業
に
於
い
て
は
絕
無
だ

ゲ

じ

い
つ
て
も

^
 

常
で

-は
ぁ
る
ま
い
。
そ
れ
で
ゐ
て
滔
た
る
農
民

。向
都
の
勢
は
、何
物
も
之
を
抑
止
す
る
こ

i

が
 

IJ
1

來
ぬ
；の

で

あ

る

。

此

の

：威

箸

な

る

事

實

は

M
a
r
x

と
正
反
對
の
結
輪
に
到
達
せ
し
め
な
け 

:
れ
ば
な
ら
ぬ

>

機
械

.は
勞
働
者
を
衝
き
離
さ
ず
し
て

.之を吸收するのである。
勿
論
都
市
：

 

,

勞
働
者
の

®

干
パ
セ
ン
ト
が
豫
備
役
の
：狀
態
に

あ

る

こ
ど
は
爭
ふ
こ

i

が
出
來
ぬ
。
然
し

|

:

方
に
於
て
都

#

に
流
入
せ
る
絕
大
な
る
農
民
數
を
ー
顧
す
れ
ば
村
人
も
右
の

®

干
パ
セ
ン
ト 

.

.を；機
械
採
用
の
罪
に
稼
す
る
の

®

を

:%
-
せ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
若
し
產
業
豫
備
軍
が

「

資
本
的
蓄
積

」

,

0
:爲
め
に
造

b

出
さ
る
、
も
の
な

ら

ば

®

市
に
於
け
る
產
業
豫
備

®

の

數

は

、少

，、
も

都

市

流 

馆

十

九

卷(

:;
六
九)

跑
業
激
備
取
と
農
思
の
都
市
掷
入
： 

铬
八
號 

セ
九



第

十

九

铪(

フ1

七
〇)

迤
槳
豫
備
堪
と
農
民
の
都
市
流
人 

笫
\
念

I
J 

人
人
ロ
を
超
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
喾
で
あ
る
。

0

か
も
假
り
に
獨
逸
の
一
例
を
別
用
す
る 

も
、
一

八

ニ

〇

年

，：に

於
.て

獅

逸

：全
；.人

口

約

ニ

千

闽

西

五

十

禺

中

六

W

萬

が

«

市
、千

八

W

2L
卜

^
 

か
^J
落

住

民

で

あ.'
つ

た

も

の
♦か
*il
l
'界
大
戰
前
に
於
て
は
農
村
人
ロ
は
千
七
百
與
に
減
少
し
、商
 

工
業
人
ロ
は
五
千
^
に

«t
加
し
て
居
る
€
い
ふ

w

»
は、此

m

に
關
し
て
全
く
疑
問
を
狹
む
餘 

地
を
殘

'S
ぬ
の
で
あ
る
。

.

.

.

.
 

'

予
の
见
を
以
て
す
れ
ば
、此
事
赏
は
資
本
的

#

殺
法
則
に
對
す
る
根
本
的
反
■
ど
な
り
得
る 

も
の
で
あ
る
。
而
し
て
予
の
知
る

_
® P

に
於
て
は
此
事
食
を
指
摘
し
て
を
狻
へ
さ
ん 

ス
.し
た
の
は

p

io
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

を
以
て
嚆
矢
士
す
る
。
此
攻
擊
の
輕
視
す
ベ
か
ら
ざ
る
こ

.U
r
レ

 

は
胱
に
批
剑

.力
あ
る
マ
ル
ク

ン

ス
•ト
も
之
を
認
め
て
ゐ
る
。

「

S

し

主

舉

エ

業

，_

に

於

け

る

が 

如
く
、エ
業
人
ロ
が
全
ネ
ロ
ょ
り
も
速
か
に
增
加
し
て
而
が

.も
失
職
漭
の

W

分
率
が
高
ま
る
こ 

ビ
か
な
け
，れば
、彼
の
虮
.實

«

業
激
備

S

に
對
す
る
從
來
の
、

即

ち
失
職
者
を
絕
へ
ず
新
た
に
造 

：£
!

す
も

の
は

『

資
本

』

で
あ
る
ど
の
ー
說
明
は
、之
；を
維
持
す
る
こ
ビ
が
出
ま
ぬ

」

と
皆

3
s
t
e
i
n

も

w

!]
)
] 

し
て
居
る
の
で
あ
る

(zur 

Geschichte 

u
n
d

 

T
h
e
o
r
i
e

 

des 

s
o
z
i
&
s
m
u
v

 B
e
r
l
i
n

VO
O
I s. 

0
7
0

s

 

.
:
.

!1
|!
ip.!!
t

j

I

I

I

»

方
今
诹
界
雛
濟
學
者
中
其
所
說
の
簡
明
に
し
て

®

か
も

#

色

1 (
著
ぱ
る

' 
こ
.ご

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

 

の
；如

き

は

，蓋

し

_

有」

い
W
:す

，る
'

而
し
て
其
の

&
'說
の
眞
な
；る
を
信
ず
る
こ
ど
厚 

く
處
女

■作
以
浓
典
主
張
の
殆
ど
，變
具
す
る
ど
こ
ろ
な
き
趣
き
は
，稍
、

R
o
d
b
e
r
t
u
s

が
そ
の

N
目 

E
r

v'e
p
n
i
m
v

以
來

d
a
s Ka

p
i
t
a
i

に：至
る
ま
で
終
始
防
一
の
說
を
反
攒
主
張
し
た
の
に
比
疇
を
求 

め
る
こ
：

i

が
出

.來
る
。
ぞ
の

G
r
o
s
s
g
r
s
d
d
g
e
n
t
u
m

 

u
n
d

 

soziale 

F
r
a
g
e

 

1
8
900
に
於
て
、そ
の
國
家 

論
に
於
七
、そ
の

S
P
J
.
X

論

M
a
i

 t
h
u
s

論

s
c
a
r
d
o

論
に
於
て
，そ
の

W
e
r
t

 

u
n
d

 

K
a
p
i
t
a
i
p
r
o
^
1
9
1
6

に
 

於
て
•.
そ

 ^
s
o
z
i
a
l
i
s
m
u
s

 i
m
d

 s

o-ziaie 

F
r
a
g
e

V5
I3 

に
於
て
、

Kapitalismus-IComtnunismus-Wissensclhaftlicher 

s
o
z
k
^
B-
u

s
VO
VO
に
於

T

、

H
h
e
o
r
i
e 

dcr 

r
d
n
e
n

 

u
n
d

 

politischen 

o
e
k
o
n
o
m

o*,.5
. 

A

u

p

I0
2
h

 

に 

An 

c、身 

黎
の
所
說

^

多
少
粮
鍊
を
加
へ
て
ゐ
る
ビ
い
ふ
事
の
爿
、彼
れ
が
說
く
所
は
常
に
同
一
で
ぁ
る
。
 

-

大

地

案
®]
'

度

のぁ

る

所
に
は
必
ず
農
民

0'
離
林
が
も
る

„「

農
拔
離
村
の
爲
め
に
資
本
關
係
，
 

即
ち
勞
働

.力

0

却
の
；外
に
生
汲
の
途
な
き
無
產
勞
働
者

，、
し

資
本
家
と
の
對
龙
が
生
じ
、

^

U
始 

め
て
资
本
利

_

>ゝ」

い
ふ
不
勞
所
得
が
收
得
せ
ら
る
、
こ
ど
に
な
る
。
こ
れ

.は
完
全
な
る
双
方

. 

的
競

^

の
行
は
れ
ぬ
ヾ

」

こ
ろ
か
ら
生
ず
る
の
で
办
る
。
完
，全な
る
自

0
競
^
の
行
は
れ
る
と 

.』

ろ
で

:は
、必
ず
等
價
物

同

志
が

相

交

換
せ

ら
れ
、勞
«
者
は
皆
な

そ

.の
產
出
®
値
全
額
を

收

得 

ン
笫
十
凡

铃

(
T
1

七
，

浓八號
 

八1



もB：
,
,笫
十
九
卷

C

ニ
：七
ニ)

：

座
業
豫
備
堪
と
農
民
の
都
市
流
入 

笫
八
號 

八ニ

す
る
：:.
0

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r
'
:

は
此
の
完
全
な
る
競

'
#の
復
活
に
依

o

て
資
本
主
義
を

 

一
«

せ
ん

e

期 

す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
若
し
大
地
主
制
度
が
自
由
競
爭
場
に
於
け
る
勝
敗
の
結
果
た
る
な 

ら
'ば；、
自
；

H

競
爭
の
復
活
は
又
^
晚
大
地
ま
制
度
を
も
復
活
せ
し
め
な
け
れ
ば
巳
ま
ぬ
喾
で
あ 

る
。

.

.

o
p
p
e
n
h
e
l
m
e

フ
が
：極
为
久
に
首
肯
せ
し

.め
ん

y

努
め
る
の
は

1£
.に
此
の
大
地
主
制
度
な
る 

の
が
經
濟
的
競
爭

0

結
果
マ

」

し
て

^

も
の
で
は
な
ぐ
て
、經
濟
外
の
政
治
的
權
カ
な
る
、

:

は
：グ

d

i
 ex

 m
a
c
H
n
a

に
へ
依
つ
て
造
り
出
さ

:

れ
た
も
の
な
る
の
一
事
で
あ

.る
。
而
し
て
此
大 

.
地
主
制
度
を
崩
墩
せ
し

0

る
.
に
.は
た

.ヒ
僅
に
內
地
植
民
の
ー
方
法
を
以
て

£

れ
り
ご
す
る
。

農
民

，
.自
ら
耕
す
爲
：め
に
は
充
分
の
土
地
が
存
在
す
る
。
而
し
て
農
民
に
し
て
若
し
自
ら
耕
す 

丈I

け

®
'土
地
を
與
へ
ら
る

、

こ

V」

を
得
ば
"大
地
主
制
度
は
勞
働
カ
缺
乏
の
爲
め
に
之
を
維
持 

:
す
る
こ
ど
が
不
可
能
ど
な
り
、同
時
に
都
市
住
民
の
農
村
還
流
が
行
は
れ
て

X

業
資
本
主
義
も 

亦

E

W
せ
ら
れ

»

く
な
る
。

「

餘
剩
價
値
、即
ち
一
切
の
不
勞
所
得
よ
り
救
拔
せ
ら
れ
、從
つ
て
階 

.

.

.

.

.

.

級
な
く
、又
從
つ
て
同
胞
友

.愛
的

」

に
結
合
せ
ら
..
れ
た
る
自
由
且
つ
平
等
な
る
人
々
の

社
會
し
は
、
一

.

.需
要
供
給
法
則
の
作
用

(-
よ
，ん

斯

の

如

き

容

易

筒

®

な
る
方
法
：を
以
て
實
现
さ
れ
る
士
い
ふ
。
 

:
こ
れ
が
即
ち
彼
れ
の

■主
張
す
る
自
由

f
t貧
电

_義

(
de
r 

llberale 

SOLalfsIrMis)

で
も
る
？

 

,

,

h
立
法
者
に
も
せ
よ
軍
命
象
に
も
せ
よ

*平
等

y

レ
'
 

自
由
-̂を
併
せ
約
來
す
る
も
の
は
、空

B

家
に 

あ
ら
す
ん
ば
は

fl
l
r
'で
あ
る

j
i
,は
®
々
引
川
せ
ら
る
る

G
o
e
t
h
e

の
言

で
あ
る
。

『

空
想
申
よ
勿

^
 

「

山
師
，の

評

も
亦

たO
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

の
敢
て
恐
れ
ざ
る

0r
で
あ
る
。
彼
れ
は
揚
言
し
て
日
く
、下
平 

_
筍
も
死
を
意
味
し
、不

II
I

山
も
死
を
意
味
す
る
。.前
者
は
鹜
本
主
義
之
を
示
し
葰
莕
は
ボ
火
ン 

:
エ
ヰ
ズ
ム
之
を
示

1
。
：此
の

Skylla 

s 

.
 

C
h
a
r
y
b
d
i
s

 

士
に
舟
を
觸
れ
し
め
ず
し
て
、！！
へ
ら
れ
た 

山
士
平
等
ビ
の

0!
に
到
逮
す
る
の

.法
は
た
；、
我

.が
自
山
社
會
主
義
、即
ち
內
地
植

|4
のー 

途

.あ
る
の

み
と

(
K
a
p
i
t
a
H
s
m
u
s
-
K
o
m
m
u
n
i
s
g
b
s
i
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
l
l
i
c
h
e
r

 

Sozfalismus, 

V
o
r
w
a
r
3
0

(

七)

.
：
. 

.

:
o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

の
豫
言
者
的
情
熱
と
小
免
の
，

#

き
樂
天
主
義

，じ
は
今

0

に
論
ず
る

Z
マ

」

を

0 

, 

せ，
«

:0
:
‘予
は
た

.
¥此
の
情
熟
家
樂
天
家
の

爲̂
に
對
す
る
批
評
が
颇
る
警
拔
な
る
着
服
ビ
强 

.
K

な

る
r

據
に
基
つ

.ぐ
も
：の
な
る
こ

^
を

®

摘
せ
ん
ビ
欲
す
る
の
で
あ
る

0

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

は

產
業
豫
備
軍
、即

‘ち

_

對
的
過
剩
人
口
の
：

.事

*

を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
く

.て、M
a
l
r
x
w

下
し

1

.

.

.

. 

.

.

■
、
.、
 

■ 

■

そ
の
發
生
增
減
の
說
明
を

■.否
認
す
る
も
の
で
ぁ
る

-

g
a
r
x

の
誤
謬
は
、

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

に
よ
れ
ば
、

そ

?

±
地
.中
心
的

(
a
g
r
o
z
s
t
r
l
s
c
h
)

觀
察
を
な
さ
ず
し
て
、正
統
派
諸
學
者
ミ
同
じ
く
工
業
中

^.
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七
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^
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3

9 

f

 

‘八四
 

的
觀
察
を
下
し
た
所
か
ら
起
る
の

■で
あ
る
。
 

-

,o
p
p
e
l
m
e
r
:

が
#

本
的
慕
の

'法
則

(:
對
す
る
：反
證
ビ
し
て
先
づ
指
摘

f

る
も
の
は
、上

0

の
 

.
農

筠

：の

都

朮

流

入

0

事
實
で
あ
る
。
資
本
主
義
が
多
少
の
發
達
を

.遂
げ
た
處
で
は
、必

t

都
市 

人
ロ
は
全

A

ロ
よ
り

_も
巡
に
强
ぐ
僧
加
す
る

o

此
事
の

M

因
は
農
材
人
ロ
の
大
衆
が
都
市
に 

流
入
す
る
，こと
、及

..び

.舊
時

.の「
農
村
が
商
エ
業
地
ヾ

」

な
る
こ
ビ
以
外
に

.
は
あ

6

得
ベ
か
ら
ざ
る 

も
■の
で
あ
る

j。
w

こ
ろ
で
都
市
人
口
の
太
多

•數
が

®
.傭
せ
ら

る

、

ゾ
ロ
レ
'タグ
ユ
ぐ
か
ら
成 

.立
つ
て
：

^

る
こ
ヒ

«

疑

.を
容
れ
，ぬ
，か，ら

»

!1
?

の
資
本
主
義
は
決
し
て
勞
卿
者
を

1釋
放

」

せ
ず
し 

て、却つ

';
て
都
市
に
淤
け
る
勞
働
需
耍
は
都
市
人

1
1の

0
'然
的
坩
加

(

出
生

.：.に
よ
る
增
加

)

よりも
，

 

速
が
に
潘
加
す
る
こ
ど
，が確
實
で
あ
る
。

■さ

.,
ぅ
す
る

」

/

」

產
業
豫

«

铖
は
何
處
か
ら
來
る
か
。

そ
れ
が
農
村
よ

6

來
る
こ
マ

」

はM
a
r
x

も
之
を
認
め
で
居
る
。
た

C
彼
れ
は
農
業
、費
本
主
義
の 

.爲
め
に

#

放
せ
ら
れ
た
勞
侧
者
が
都
市
に
流
，

r<

す
る
も
の
ど
■
し
た
.ので
あ
る
。

r

資
本
的
生 

，產
が
農
業
を
征
服
ず
る
や
西
や
^

し
く
は
を
れ

♦か
農
業
を
；祉服
し
た
も
程
度
，に於
て
、此
に
活 

動
す
"る
資
本
の
蓄

»
士

*

に
農
業

«

«

*

Aロ
に
對
す
る

®

要
は
.絕
對
的
に
減
退
し
て
、而か 

も
典
反
撥
が
農
業
以
外

(?
)■
■!■
0

に
於
け
る

//
>
如
ぐ
、よ

K
V大
，な

る
吸
引
に
由
て
補
は
れ
る
と
い

ふ
こ
.く
が

な

い
。

此

の

.相

對

的

.'
過
剩
人

ロ

®

此
.泉
源
は
絕
え
ず
流
溢
：

す
る
。

併
し
都
市 

に

向

，つ
て
の
：そ

の

不

微

の

流

溢

は

、田

舍

其

教

{:
於
け

る

持
續
的
潜
花
的
な
る
人
口
過
剩
を
前 

提
し
*而

し

て

此

0
の
稈
度
は
排
.水
渠
が
異
常
に
廣
い
場
合
に

の
み
分
明
；、

」

な
る
。
故

に
•農
.業 

勞
働
考
は

®

低
食
銀
額

.に
抑
べ

#

け
ら
れ
、常

.に
隻
脚
を
要
救
恤
贫
困
の
泥

」

沼
中
に

®
 
く
も
の 

で
あ
る

JCKautil 

I, 

6
0
7
/

oo:vgl. 

6
7
3
, 

6
7
5
'
2

.

:(

八
.

)

.

.

ぃ
農

.民

離

村

が

農

_

資

本

主
義
ゃ
爲
め
だ

i

す
：れば
、產
業
豫
備
軍
は
資
本
主
義
之
を
造■る
ご
 

の
命
題

.が
依
然
維
持
せ
ら

.れ
得

•る

_

で
あ
る
。

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

之
を

^

け
て
日
は
ぐ
、

『

切
も
資
本
主
義
が
僅
に
そ
の
最
初
の
數
步
を
な
り

V」

も
進
め
た
所
で
は
、技術
の
，進
涉
ビ
共 

に
资
本
の
落
渡

^
 

L

0

の
エ
 

業
-J
b

に
於
て
海
に
速
か
に
行
は
れ
る

乙

ど

*>

農
業
±
の
比
で 

な
い
ニ

.

」
V」

は、何
人

■も
.

■̂

る
所

.
で
：
.あ
.
る
C 

「

さ
.

れ
ば
苦
し
益

.

々
if

力
す
る
過
剩
人
口
の
產
出
が
、落

W

ヾ

」

其
に
伴
ふ

_

本
の
有
機
的

*1

成 

の
變
化
に

]1
:
.比
例
し
て

1?

は
る
、
こ
ビ
菩
嵇
法
則
の
言

.
明
す
る
が

’
如
く
で
あ
つ
た
な
ら
ば
，エ
 

系
は

31
A

.
数
.
に
比
俠
し

.
て
豫

«]
¥
の

^

成
に
寄

^

す
る
こ
，

^

農
«

.

ょ
り
も
^
に
大
で
な
く
て 

热
十
九
卷

_ 

U
.
」

七五〕

M

m

w

f

捣
找
の
都
市
槐
.み
. 

第
八
.鉞
.

八
五
、



笫
十
九
卷

(

一一七六

〕

m

業豫備堪

3
農思の都市流人

 

浓八號
 

八六 

は
な
ら
ぬ
辔
で

あ

る
。

へ
：：」'

:
：々：：s

營
を
以
て
成
り
、を
の
個
々
經
營
は
農
業
上
の
.個
々
經
營
よ 

•

:

り
も
平
，均

.上
巡
に
高
き
生
產
階
梯
に
茌

.る
の
で
あ
る
。

工
業
の
總
資
本
は

'
農
業
の
總
，資
本
を

'

.

.

.柳
成
す

■る

個
々

の

資
本

'
よ》

も
游

«

ビ
集
中
ビ
に
出

て
增
大

す
る

程
度
、か
遙
に
谌
し
ぐ
、不

變

部
分

.よ

A
V成
る
ど
こ
ろ
巡
に
大
に
し
て
、̂
變
部
分
よ
り
成
る
と
こ
名
巡
に
小
な
る
個
々
の
資 

本
を

^

て
成
，立つ

.て
居
る
。
，苦
し
も
勞
働
漭
の
過
剩
化
が
眞
.に
可
變
資
本
及
び
其
相
對
的
減 

.退
ビ

何
等
か
の
關
係
を
有
す
る
も
の
な
，ら
ば
、資
本
丰
義
的
發
展
の
爾
か

.く
劣
れ
る
農
業
は
、姑
 

ら
く

措
い
て
も
、少
ぐ

.も
全
經
濟
が
示
し
て
ゐ
る

.，、し

こ
ろ
の
現
象
，を、大
に
著
し
&
程
度
に
於
て 

エ
業
は
舉
獨
に
て

1
:小
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
窖
で
あ
る
。
然
る
に
そ
れ
ど
反
對
に
エ
業
は
農
付 

過

.剩
人
ロ
の

®

る
早
大
な
る
：部
分
を
吸
收
し
て
焐
る
°
又
反
對
に
農
業
は
豫
備
耶
の
形
成
に 

.

.寄
與
す
る
こ
き
が
其
人
數
に
比
し
て
巡
か
に
少
な
ぐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
替
で
あ
る
。
然
る
に 

:

•
農
業
は
極
端

な
る

悲
觀
論

.救
に

'依
て
數
へ
ら
れ
る
豫
備
軍
の
增
加
よ
り
も

¥

々
十
倍
以
上
の 

入
を
釋
放
す
る

0

f

れ
ば
過
剩

.人
ロ
の
產
出
は
資
本
觜
職
に
正
比
例
し

T
行
は
れ
中
し

t
、e

比
例
し
て
行
は

れ

る

こ

ど

•か
明
白
で
め
る
。

.「

而
し

'
:て
此
事
は
，予

.を
以
て

Rl
れ
ば
，蓄
藤
法
則
に
對
す
る
搖
か
す
べ
か
ら
ざ
る
反
證
で
あ
る
。
 

予
は
こ
れ
を
そ
れ
ビ
調
和
せ
し
む
べ
き
可
能
性
を

0
め
す
、

^

M
a
r
x

も、そ
れ
を
何
處
に
も
試 

み
て
辑
ら
ぬ
，

「

農
声
，上，に
於
て
は
反
撥
の
み
が
行
は
れ
て
吸
別
が
行
は
れ
ぬ
ヾ

」

い
ふ
事
實
に
會
つ
て
彼
れ 

が
一
度

.も
停

1|
:
し
な
か

.
つ
た
の
は
、彼
れ
の
絕
對
的
工
業
中
心
主
_
ょ
り
し
て
の
み
理
解
せ
ら 

る
：、
こ

w

で
ぁ
る
。
彼
れ
に
取
つ
て

.は
、農
業
は
他
の
何
れ

か
の
，

も
の
ミ
同
機

^
、
全

X

業
の
一 

部
門
だ
つ

72
の
で

」

ぁ
る
。
國
民

'經
濟
の
兩
：主
喪
部
門
の
存
在
條
件
が

.全
然
相
反
す
る
こ
ミ
は
、
 

彼
れ
に
充
分
知
了
せ
ら
れ
；て
ゐ

r<
:
;
,が：、
肝

-
.喪

の

.考

量

に

於
て

は、
常にそれをれてゐたので 

あ
.6

v
r
(
G
l
.
u
n
d
g
e
s
e
t
z
d
e
s

 

M
a
r
x
s
c
h
s

 

Geseilschaftslehre, 

s. 

9
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(

九) 

'

O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

は
！i

ふ
の
に
？

71
:
來
農

]5
離
村
の

«

實
に
對
す
る
說
明
は
，一一
つ
し
か
あ
.り
得
な 

い。

M
a
r
x

の
や
ぅ
に
、资
本
主
義
的
大
經
營
が
農

K

を
驅
逐
す
る
ビ
い
ふ
か
，成
は
土
地
所
有
權 

の
分
配
其
者
が
そ
れ
を
行
ふ
ど

ぃ

人
か
の
何
れ
か
で
あ
る
。
然
し
第
一
の
說
明
は
事
實
に
反 

-

第
十
九
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農
民
の
都
市
流
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.
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第

十

九

卷(
1
1

七
八)

產
槳
豫
備
堪
2
農说

-0
都
市
流
入
'
:
.
; 

第

人

席

八

^

し
て

.届
る

"

農
民
は

«

本
主
義
的

.^
:
經
營
の
行
は
れ
る
地
方
ょ
り
も
、幼
稚
な
る
小
乍
小
經
營 

の
«

は
れ
る
地
方
ヵ
ら
巡

.に
多
ぐ
流
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。
愛
蘭
土
が

t

九

J1
:
紀
中

负

に

今 

て
其
人
口
の
殆
ど
半
ば
を

失

つ

た

こ

と

は

も
之
を
記
し
て
居
る

^
P
U*
巴
尸

g
.

茨
セ

o\
NI
。)

。
 

nr
u

,: L
v

愛
蘭
土
は
貧
困
な
る
小
作
農
の
典
型
的
鄉
土
で

.あ
る
。

又
近
時
大
衆
移
注
の
爲
め
に 

其
人
口
の
減
少
を
來
た
さ
ん
ざ
し
て
ゐ
る
の
は
、南
部
伊
太
利
及
び

Sicfiia

で
あ
る

C
而
し
て
此 

等
は
何
れ
も
資
本
主
義
發
達
が
極

め
て
.：

幼
.稚で
、

&

大
：な
る
大
地
主
刺
度
の
行
は
る
、
地
方
で

.

.
:

あ

る

M
a
.
r
x

は 

一
.ノノ

 

一
 

4
に
蒸
汽
機

_械
及
び
運

«

機
を

ff
l

ゐ
る
農
場
に

;®
.傭
せ
ら
る
、
農

丨 

業
勞
働
者
が

.千
ニ

i-
i
五
人
に
過
ぎ
な
か
つ
た
事
赏
を

«

じ
て
ゐ
る

(

内putai 

J, 

S. 

4
6
9
/
7
0
)。

而

.

.

.
:し
て
自

.
一
八
五
ニ

.年

.街
：一
八
六

一

/'
牛
に
英
_
の
部
市
に
流
入
せ
る
農
村
民
は
約
六
十
禺
で
あ

っ：た
。

.

.

.

.

:

:

.

此
事
實
は
農

K

離
村
：a

農
業
資
本
主
義
の
結
果
ヾ
で
あ
る
べ
き
喾
が
な
い
こ
ど
を
示
し
て

®
: 

/

力
ら
和
ぅ
し
て
も

"1"1
地

^
.有
の
分
配
か
典
历
闷
で

.な
ぐ
て
は

.な
：、
b

ぬ
ご

.
' 

o
p
p
s
h
e
i
m
e
r

は.論 

,姑
す
る

.
' 1

八
七
，〇
年
代
の
始
め
に

V. 

G
o
k
z

は「

大
所
有
地
の
程
度
士

平

行

し
、
_

作
所
有
の
程 

皮

V
J

反
對
方

_

向
に

移
隹
流

出

)

は

行
は
れ
る

」

こぐ

」

を
道

破

し
た
。

o
p
p
s
h
e
j
m
e
r

の
法
則
は
此

f
c

察
を
基
礎
士
す
る
の
で
あ
る
。

大
地
志
制
饺
は
何
故
に

農

民
を

0
.
0
し
て
都

.|
1
1苦
し
く
は
外
國
に

«

出
せ
し
め
る
か
。
之 

を

說

OJ
J

す
る
も
の
は
、彼
れ
の
所

•謂「

ー
方
的
歷
カ
減
退
の

理

法」
(

H

u

e
 

v
o
m

 

e
i
l
i
g

 
s
i
l
n
d
e
n
,

 

D
r
u
c
k
)

で
あ
る
。，此
法
則
の
與
件
れ
る
も
の
が

コ
ー
つ

あ
る
。

自
ら

土
地

を

所
宿
せ

ず
、
®

つ
て 

勞
侧
力

.實
现
に
必
要
な

.る
生
產
手
段
を
缺
き
な
が
ら
、政
始
上
の
自
山
、就
中
住
居
移
轉
の
自
山 

は
，之

を

：享

有

す

る

：崔

*

勞

«

考
の
：大

衆

Q

«
在
す
：：る
こ
ど
が
龙

 

一
、± 

0
則
鑛
に
曲
て
發
生
せ 

る
大
地
主
制
度
が
其
：

v

r

Aロ
增
加
が
き

 

.

.
さ
て
人
ロ
が
植
加
す

_れ
ば
、他
の
靳
惝
に
し
て
變
ら
ざ
る
限
彡
、

Eh
會
的
協
業

(
K
o
o
p
e
r
a
t

o'n
)

が
 

進

渉

す

：る
か
ら
、財

の

供

^

は

©

‘富
'
.に
な
る

V

自
山
競
爭
の
行
は
れ
る
マ

」

こ
ろ
で
は
、此
供
給
最 

;の：
^

加

は

均

等

に

美

ぺ

ロ

に

ゼ

分

配

^
ら

れ

る

。
_
換
言
す
れ

_ば
、經
濟
的
輝
力
藤
追

)

は
均
等
に
減 

退
ず
一
る
傾
が
あ
る
の

.
で
あ
る
。
徂
し
ー
エ
燊
上
に
於
て
は
，收
權
遞
增
法
則
、農
業
上
に
は
收
權
遞 

減
法
則
；の
作

Ji
l

が
あ
る
か
ら

.
㈣
-0
M

力
の
均
.等
減
退
が
行
は
れ
る
爲
め
に
は
迤
村
增
加
人
口 

の
一
部
分
が
或
は
都
市
へ
、或
は
經
濟
領
域
外
に
流
出
す
る
こ
ど
は
必
要
で
あ
る
。
然
る
に
大 

地
生
制
度

’の
存
す
る
と
こ
ろ
で
は
、田
舍
に
；於
げ
る
皿
カ
の
減
退
は
地
主
の
'利
益
に
の
み
歸
し

笫
十
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第八號
 

九
〇 

て
、
全

A

民
は
其
患
澤
に
浴
す
る
こ

V
J

が

出

來

ぬ

。

，農

業•フ

P

レ
タ
リ
ャ
の
所
得
は
全
然
增
減 

な
し

VJ 

S

ふ
の
で
は
な
い
が
、兎
に
角
此
の

社

會

的

碌
業
の
進
步
に
基
づ
ぐ

一
般
的
«
力
減
退 

か

ら
は
_

立
し
て
居
，る
。

r

土

地
所
府
に
從
厕

せ
る

農
業

ブ
ロ

レタリャは不

■
な
る

經
濟
的 

腿
迪
の
下
に
立
つ
し
の
で
あ
る
。
：：

:
，然
る
に
農
村
以
外
の
地
域
で
は
、人
ロ
の
增
加
從
つ
て
協
業
の
進
步
ヾ

」

共
に
所
得
が
增
加
す 

る、即
ち

M

力
が
減
返
す
る
か
ら
、農
業
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ

5
都
市
入
ロ
ど
の
問
に
傾
斜
が
生

じ
、
滩 

磡
が
起
る
。
都
市
に
於
て
協

.業
の
行
は
れ
る
こ

V」

が
盛
な
れ
ば
盛
な
る
程
、都
市
に
於
け
る
腮 

カ
は
減
逛
す
る
。
而
し
て
農
業
勞
働
者
は
前
提
に

to
て
住
居
移
轉
の
自

fl
l
を
有
す
る
か
ら
、そ
 

こ
で
病
的
な
る
法
外
な
る
人
口
の
都
市
流
入
が
起
る
。
斯
ぐ
し
て
產
業
豫
備
軍
が
發
生
し
、

「

斯 

.く
し
て

®

に
資
本
關
係
が
絕
え
す

41
1
生
爺
せ
ら
れ
、又.全
勞
働
者
階
級
の
窮
厄
が
永
逾
化
せ
ら 

れ；る

」

の
.で
あ
る
。
 

……

 

.：

.

.

(

.十) 

.

郤
市
に
於
け
る
失
職
沿
し
ぐ
は
無
職
勞
働
者
が
如
何
な
る
多
數
に

J1
ら
ぅ

ビ

も
，
そ

れ
が
農 

利
よ
り
部
市
へ
の
流
人
人
口
數
に
及
ば
ぬ

こ

ヾ

」

は
.
H人
も
疑
ふ

こ
ぐ
し

を
敢
て
せ

ぬ
で

あ
ら

5

0

.

.縱
■令
機
械
採

.用
の
爲
め

A

II
S
i
,i>
排
斥
せ
ら
る
、
個
々
の
實
例
は
枚
擧
に
違
あ
ら

f

ど
す
る
も
、
 

全
體
に
於

.て
郤
市
產

«
:が
.鹰

#

入
：ロ

を

吸

收

す

_る
こ
ど
斯
の
如

<

大
.な
る
の
事
實
は
、產
業
豫 

備
取
は
资
本
布
機

.的
紐
成
の
變
動
之
を
造
る

S
の
命
題

ゴ

餘

b

に
明
に
抵
觸
す
る
も
の
で
あ 

る
.
.

M
a
r
x

が

一

方
-に
於
て
農
！

H

離
村
の
著
大
な
る
事
實
を
認
め
な
が
ら
、他
方
に
於
て
產
樂
饿
，

 

備
軍
は

：

機
械

.採
用
，の

©

め
.
に
發
生
す
る

V」

說
い
て
、

*

も
典
間
の
調
和
を
試
み
な
か
つ
た
の
は
、
 

了
解
に
困
し
ひ
所

で

あ

る

,-
,
’
»
し

_

和
を
試
み
.な
か
っ
た
の

が
、
農
民
の
離
村
を
農
業
上
に
於 

け
る
機
械
の
採

ff
l

に
歸
し
て
、其
必
要

を

認
め
な
か
つ
た
か

ら

で

あ
る
な

ら
ば
、造
に
對
し
て
は 

明

{'
:
1»
赏
す
る
こ

ミ
が
出

^

る。
此
觀
察
は

^

實
に
反
す
る
と
。
此

S

を
指
摘
し
て

o
p
p
e
n
-

 

h
e
i
m
e
l
.

が

M
a
r
x
u

加：へ

^

批
評
は
最
も
苻
効
な
る

1

打
擊
た
る

.を
失
は
ぬ
。
而
し
て
此
打
擊 

.

は
予
の
觅
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、功
を
葵
し
て
居
る
。

た
く 

o
p
p
s
h
d
m
e
r

の
學
說
の
被
極
的
部
分
た
る
、農
民
の
離
村
を
大
地
主
制
度

に

歸
す

る

の
 

.
，
主

眼

にM

つ
て
は
、̂
，だ邋
に
赞

同
し
難
き
も
の
が
あ
る
。

人
ロ
の
都
市
流
入
が
ニ
方
的
腿
ヵ 

:
減
退

」

よ
り

.起
る
こ

w

 

■は固
.よ
り
疑
を
容
れ

ぬ
。

併
し
腿
迫
の
偏
輕
偏

ff
i

は
*
し
て
大
地
主
制 

度
の
爲
め
に
起
る
か
。，農
民
離
村
を
大
地
主
制
度
に
歸
す
る
こ

V」

は、反
面
よ
り
之
を
云
へ
ば
、
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第
A、跋 

九
ニ

離
村
の
：事
實
は
農
挞
總
數
に
對
す
る
耕
地
全
而
賴

.の
不
足
よ
ゥ
は
起
ら
す
ミ
主
張
す
る
こ
ヾ

」 

を
愈
味
す
る
。
內
地

.他
戾
に
依
つ
て
資
本
關
係
の

-—
*
.掃
.を
期
せ
ん
ヾ

」

す
る
提
案
は
、此
認
淀
を 

«

碰
ど
す
名
も
の
で
あ
る
。

0
し

t 

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

は
.獨
逸
の
全
拳
業
用
她
面
檄
は

■

«,1

人 

に
：一

.

.へ' V
-

タァルを與ふるものミして

®

y
，

現
在
農

#

人
口
の
ニ
胳
を
次
容
す

;6
こ

，、

J 
•ぃ 

出
來
る
ヾ

」

■吿
げ
て
居
る

(
j

九
〇
七
年
に
於
け
る
.、
農
村
人
口
一

 

千
七
百
萬
人
，農
業
用
地
而
樹
は 

戰
前
に
：於
て
三
千
ニ
西
萵
へ
ク
タ
ァ
ル
。
猶
ほ
之
に
測
用
し
得
ベ
き
求
»
地
を
加
ふ
る
寺
は 

之
.を
.四

^

跑へクタァルに上

:1
-

こぐ
」

が
出
來
る
，占
ぃ
ふ
。

I

/Napitalismus 

usw. 

S. 

4
2

ノ。

成
啤

- 

獨
逸
に
於
て
は
此
通
り

^

ら
ぅ
。
併
し
こ
れ

.を
我
邦
の

.耕
地
面
攒
六
西
禺
町
步
、

m

家
月

ft
if
f 

F

四
十

s

®1

-̂
^

り
彩
地
面

^

約

|

町
.j
反
に
就
い

-T
見
る
マ

j
〇
pplenhe〖m

e
r

の
說
の
當

®
 

は
®
*たか
は
し

ぐ

V
つ；て

.來
る

..
0

Jf
c

家
一
戸
を
假
り
に
五
人
よ
り
成
る
も
の

i

す
れ
は
、一人 

?

の
而
被
は
ニ
へ
反
こ

^

で
あ
る
。
獨
逸
ビ
我
邦
ご
の
農

.耕
法
其
他
事
傭
の
相
違
を
顧

1£
し 

て
も
、
®

a
此
數

字
は
、阳
舍

に
於
け
る
經
濟
的
継
カ
減

退
の

遲
緩

な

る
こ
マ

」

が

±

地
の

獨

占
よ 

K
Uは

^

A
.t'
し
て

土
地
の

不
泥
よ
り
起

り
し

に
非
^
る

か

を
想

0

e
し
め
る

も
の
で
あ

る
。
 

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

も
小
由
作
農
國
に
於
け
る

離
'村
の
間
題
に

一

顧
を
與
へ

て
ゐ
る
こ

ミ

は
ゐ
る
。

併

し

此

場

合

彼

.れ

は

大

地 

に
編
入
せ
ん

ぐ

」

す

る
か
*或 

依
て
支
持
せ
ら

る
、

か

の
 

年
に
於
け
る
朝
鮮
人
勞
働 

は
な
い
。
又
日
本
を
强
い 

產
槳
豫
：：
備
眾
の
源
泉
を
涸 

:
言

す

る
.
も
の
の

.

.

.如

ヾ
で
あ 

供

す

る

：
も

の

.
，
，
/

」

信

t'
る
。：
 

が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。

本
稿 

る
.
も
■
の
.

で
.あ
.
るo

 

.

.

主
制
度
の

.語
を
廣
義
に
解
し
て
、佛
蘭
西
瑞
两
を
强
い
て
大 

ー
は
き
作

&

國

0;
«

本
主
.義
が
他
の
大
地
主
國
ょ
り
の
流
入 

如
ぐ
說
明
し
ょ
ぅ

S
し
て
居
る

(
G
r
s
d
g
e
s
e
t
N
S
.

 

1
2
1
1
2
)
0

 

者
の
逋
傭
を
除
け
ば
、我
國
：は
勞
働
漭

«

出
國

で
ぁ
つ
て

'ft 

T
:
大
地
，主
國
に
編
入
し
て
も
、此

H

本
に
於
て
內
地
植
民
に 

ら

3

ん

V
J

す
る
提
案
は
上
記
の
數
字
が
其
成
功
の
覺
朿
な 

る
:0
:
:日
本
の
事
情
は

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

反
對
說
に
荷
力
な
る
材

說

Q

M

所
を
詳
論
す
る
に
は

0

ら
別 

，、し
し
て
の
長
所
を
®
げ
る
こ

S
を
目

并

し 

O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

 

の 

は

を

の

M
a
r
x

批

評

地

主
國 

農
说
に 

併
し
近 

入M

で
 

依
つ
て 

き
を
豫 

料
を
提 

に
機
會

的
ザ； 
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